
日本ドイツ学会 第42回大会  

 

ドイツの「内」と「外」――現代社会の「外国人問題」を考える 

 

開催日  2026年6月20日（土）  

会場  中央大学茗荷谷キャンパス ３階  （受付： ３階 ３C13前） 

 
  東京都文京区大塚一丁目4-1 

https://www.chuo-u.ac.jp/access/myogadani/ 
東京メトロ丸ノ内線茗荷谷駅から徒歩約1分 

 

主催 日本ドイツ学会  https://jgd2.sakura.ne.jp/hp/ 

共催     中央大学 

参加費  一般 1000円  学生無料  日本ドイツ学会会員 無料 

 

 

 

フォーラム  １０時－12時 

1  批判理論とオルタナティヴな実践の交点―1970 年代におけるオスカー・ネクトの教育・政治活動を中心に―   ３階 ３E０６ 

司会： 井関正久 （中央大学） 

1） ネクトの社会主義事務局における政治活動                       ・・・・井関正久 (中央大学) 

2） ネクトの学校教育論―経験と公共圏の視点から           ・・・・藤井佳世 (横浜国立大学)  

   3） アドルノとネクトにみる教育への期待           ・・・・白銀夏樹 (関西学院大学)  

 

 

2  ドイツにおける反ユダヤ主義と対イスラエル批判をめぐる変容             ３階 ３C13 

司会： 板橋拓己 （東京大学） 

1） ドイツにおけるパレスチナ問題をめぐる変容                  ・・・・錦田愛子 (慶應義塾大学) 

2） 反ユダヤ主義をめぐるイスラエルの外交と内政                    ・・・・山本健介 （静岡県立大学) 

   3） ホロコースト後の在独ユダヤ人のドイツ／イスラエル認識          ・・・・田村円 （慶應義塾大学） 

4) ドイツにおける反ユダヤ主義への『法的対応』の現状               ・・・・武井彩佳 （学習院大学） 

 

3 個人研究報告フォーラム               ３階 ３E07 

司会： 小野寺拓也 （東京外国語大学） 

1） エルンスト・グローセの日本美術・東アジア美術認識とベルリン王立博物館における東アジア美術コレクションの制度化―認識から

知の体系へのプロセス―       

・・・・髙澤廣行 （筑波大学） 

コメント： 石田圭子 （神戸大学） 

2） 市長・助役の視点から見たドイツ地方自治体における「防火壁」の現状 

          ・・・・小林大祐 （大東文化大学） 
      コメント： 河﨑健 （上智大学） 

 

 

シンポジウム  13時３０分－1７時   ３階 ３C１3 

https://jgd2.sakura.ne.jp/hp/
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趣旨説明 西山暁義 （共立女子大学） 

1  ドイツにおける反・反ユダヤ主義と反イスラーム―ムスリム移民と「輸入された反ユダヤ主義」 

・・・・・昔農英明 （明治大学） 

2  移民社会のホロコースト教育                   ・・・・・川喜田敦子 （東京大学） 

3  移民支援と統合                      ・・・・・大津真実 （金沢大学） 

                                   コメント：    渋谷哲也 （日本大学） 

藤原辰史 （京都大学） 

司会： 佐藤公紀 (明治大学) 

西山暁義 （共立女子大学） 

                                                                                                                     

 


